
育
友
会
長

上
田
　純
也
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年
は
、
二
年
ぶ
り
に
公
民
館
、
保
育
園

と
の
合
同
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。そ
れ
に

は
感
染
症
対
策
を
計
画
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
頂
い
た
り
と

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
頂
け
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。  

　二
年
ぶ
り
の
合
同
開
催
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う
こ
と
で
、

会
場
は
コ
ロ
ナ
禍
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に
賑
や
か
で
し

た
。公
民
館
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ん
に
は
感
染
症
対
策
を
行
っ

た
新
種
目
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考
え
て
も
ら
い
、
子
供
達
も
と

て
も
楽
し
ん
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い
ま
し
た
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に「
君
も
明
日

か
ら
メ
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ー
リ
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」
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い
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多
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き
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と
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も
嬉
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思
い
ま
し
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。更
に
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中
症
対
策
と
し
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か
き
氷
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
子
供
達
の

喜
ん
で
い
る
顔
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
学
校
と
地
域
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
無
事
に

成
功
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　最
後
に
、
来
年
こ
そ
は
ノ
ー
マ
ス
ク
で
一

日
開
催
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

願
い
ま
す
。

二
年
ぶ
り
の

　
　ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

中村学校長挨拶 選手宣誓 新井公民館長挨拶

第63回　湯涌校下社会体育大会

第 20 回 合同スポーツフェスティバル
湯涌公民館／湯涌小学校／芝原中学校／湯涌保育園

令和4年5月29日（日）　会場／湯涌小・芝原中運動場

　館 報	 湯  涌
湯涌公民館	 芝原町イ59番地　TEL・FAX 235-1852　
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　皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
会
連
合
会
の

活
動
に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
山
本
前
会
長
の
後
を
受
け
ま

し
て
湯
涌
校
下
町
会
連
合
会
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
毎
田
勝
で
す
。山
本

前
会
長
に
は
、
七
期
十
四
年
の
長
き
に
わ

た
り
湯
涌
校
下
の
発
展
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　さ
て
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
各
種
活
動
も
様
々
な
制
約
を
受
け
ざ

る
を
え
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
安
心
安
全
な
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の
振
興
発
展

の
た
め
に
、教
育
、福
祉
、環
境
、防
災
な

ど
に
お
い
て
地
域
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
課
題
と
向
き
合
い
、
解
決
へ
向
け

た
情
報
交
換
や
連
携
を
図
る
な
ど
、
相
互

協
力
に
よ
り
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
深
い
ご

理
解
の
も
と
、
今
後
、
益
々
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

湯涌校下町会連合会長就任挨拶

第 8 回 湯涌校下盆踊り

新
会
長

毎
田
　 勝

主催 湯涌青年団
令和4年 8月15日㊊
会場：改善センター

令和4年 6月30日㊍
会場：玉泉湖畔 氷室小屋

令和4年 6月12日㊐
会場：内川スポーツ広場

飛脚「氷室氷」運搬  湯涌～金沢駅鼓門飛脚「氷室氷」運搬  湯涌～金沢駅鼓門

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

 成 　績  成 　績 

ソフトボールソフトボール

４　位 松浦　勇 (魚帰町)

飛び賞 
５　位 宮野　　潔(北袋町)
１５位 松本　幸子(折谷町)
２０位 新井　一浩(北袋町)
４５位 新井　穣二(上原町)

氷室開き（湯涌温泉観光協会）

1
2
3

4-1
4-2
5
6
7
8
9
10
11
12

児童会　開会式
小中 若いカ
保 遊戯 「キラキラおうこくはくものうえ」
保 かけっこ
保 親子競技 “怪獣をやっつけよう”
保小中　ゴールまでまっしぐら
小 再上陸 ! 湯涌タイフーン
中 ザ・玉入れ ～芝原殿の 15 人～
小中 選抜リレー
公 君も明日からメジャーリーガー
公 パウダーリレー 
公 水くみリレー
生徒会 閉会式

プ ロ グ ラ ム
令和 4 年 5 月 29 日（日）　9 時～12 時

令和４年10月1日	 館　報　ゆ　わ　く�   第156号　（ 2 ）



　皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
会
連
合
会
の

活
動
に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
山
本
前
会
長
の
後
を
受
け
ま

し
て
湯
涌
校
下
町
会
連
合
会
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
毎
田
勝
で
す
。山
本

前
会
長
に
は
、
七
期
十
四
年
の
長
き
に
わ

た
り
湯
涌
校
下
の
発
展
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　さ
て
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
各
種
活
動
も
様
々
な
制
約
を
受
け
ざ

る
を
え
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
安
心
安
全
な
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
の
振
興
発
展

の
た
め
に
、教
育
、福
祉
、環
境
、防
災
な

ど
に
お
い
て
地
域
が
直
面
し
て
い
る

様
々
な
課
題
と
向
き
合
い
、
解
決
へ
向
け

た
情
報
交
換
や
連
携
を
図
る
な
ど
、
相
互

協
力
に
よ
り
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
深
い
ご

理
解
の
も
と
、
今
後
、
益
々
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

湯涌校下町会連合会長就任挨拶

第 8 回 湯涌校下盆踊り

新
会
長

毎
田
　 勝
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令和4年 6月18日㊏
会場：湯涌温泉街周辺

令和4年 6月18日㊏
会場：玉泉湖畔

令和4年 4月29日㊎㊗
会場：東市瀬町花いっぱい運動（少年連盟）

百万石子ども提灯行列（少年連盟）

3年ぶりに開催された百万石まつり
子供提灯行列は各校下で開催されました。

ホタル調査（少年連盟）
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参加総勢約 60名！
飯ごうでご飯を炊いて、カレーを食べました。

令和4年 8月6日㊏
会場：改善センター夏のおたのしみ会（少年連盟）
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令和4年 7月5日㊋
会場：改善センター2階

令和4年 5月15日㊐
会場：湯涌曲町

令和4年 6月25日㊏
会場：玉泉湖畔

令和4年 7月30日㊏立山黒部アルペンルート日帰り旅行

邦楽コンサート

金沢ゆわく小水力発電所竣工式

新日本コンサルタントが
旧白雲楼ホテル自家発電を

24 年ぶりに復活再生

　30℃越えの暑い下界を離れ、雲の上へ。
　立山室堂付近は 15℃！

　圧巻のダム放水を見学しました。

金沢芸術創造財団
”お届けアーツ”　伝統芸能プログラム
ほたる　坊主道成寺　花の神田ほか

篠　登喜 藤舎眞衣 篠 とき祐

湯涌ホタルNIGHT（湯涌温泉観光協会）

公民館役職員研修
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氏　　名 主　な　役　職

毎 田　　 勝 湯涌校下町会連合会会長

中 村 由 恵 金沢市立湯涌・芝原小中学校校長

宇 野　　 博 湯涌校下町会連合会副会長

中 田 久 志 湯涌地区社会福祉協議会会長

長　田　智加代 社会福祉法人湯涌福祉会  
湯涌保育園園長

髙　　 俊 浩 第一消防団湯涌分団分団長

西 川 義 明 湯涌地区交通防犯協会会長

髙　田　喜代美 湯涌校下婦人会会長

上 田　　 勲 湯涌校下長寿会会長

上 田 純 也 湯涌・芝原小中育友会会長

松 田 玲 子 金沢市立湯涌小学校教頭

直 江 賢 一 金沢市立芝原中学校教頭

新 井 一 浩 湯涌公民館館長

坂 本 厚 志 湯涌公民館副館長

令和4年度  公民館運営審議会委員 令和3年度決算報告書/令和4年度予算書
歳 出 の 部 （単位：円）

項　　　　目 令和3年度決算額 令和4年度予算額
人 件 費 8,165,355 8,297,000
管 理 費 2,969,480 2,881,000
少 年 直 接 事 業 費 13,152 50,000
少 年 団 体 助 成 費 120,000 120,000
青 年 団 体 助 成 費 30,000 30,000
婦 人 直 接 事 業 費 186,140 250,000
婦 人 団 体 助 成 費 50,000 50,000
成 人 直 接 事 業 費 0 650,000
成 人 団 体 助 成 費 80,000 80,000
子 ど も 和 太 鼓 教 室 366,070 420,000
高 齢 者 団 体 助 成 費 20,000 20,000
体 育レクリエーション直 接 事 業 費 209,239 300,000
体 育レクリエーション団 体 助 成 費 20,000 20,000
視 聴 覚 費 24,793 30,000
文 化 祭 費 0 450,000
広 報 活 動 費 132,000 308,000
成 人 式 費 102,991 220,000
敬 老 会 費 0 50,000
社 会 体 育 大 会 費 0 300,000
役 職 員 研 修 費 157,476 400,000
講 座 開 催 費 1,091 250,000
事 業 費 1,512,952 3,998,000
予 備 費 782,000

歳 出 合 計 12,647,787 15,958,000

歳 入 の 部 （単位：円）

項　　　　目 令和3年度決算額 令和4年度予算額
人 件 費 委 託 料 6,061,000 6,094,000
管 理 費 委 託 料 1,422,000 1,337,000
事 業 費 委 託 料 2,282,000 2,032,000
委 託 事 業 費 1,150,000 650,000
市 補 助 0
町 会 助 成 金 1,900,000 1,900,000
団 体 等 負 担 金 640,000 640,000
寄 付 金 0 100,000
事 業 収 入 194,000 300,000
雑 収 入 157,172 230,000
繰 入 金 0
繰 越 金 1,516,769 2,675,000

歳 入 合 計 15,322,941 15,958,000
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今夏は大雨による洪水や土砂災害の危険性が高まり、２度にわたり避難所が開
設されました。校下自主防災会では通常の安否確認訓練の後、学校の防災備蓄倉
庫を見学・内容を確認してラベルシールを貼る作業を行いました。ご家庭でも
今一度非常持ち出し袋の点検、緊急時の連絡先など話し合い、対応を確認し災害
に備えてくださいますようお願いします

参加人数 794名中438名参加（55.2％）

新型コロナ感染の状況により
今年度は学校と別に公民館単独の文化祭を開催します。

キッチンカー、コンサート、ベリーダンスの舞台、ワークショップなど、
新たな試みがいっぱい !

フリーマーケット出店者、作品展示物を
貸していただける方、絶賛募集中です。

詳細は公民館までお気軽にお尋ねください。
☎235-1852　 mail:yuwaku-k@m3.spacelan.ne.jp　　

第43回 湯涌校下文化祭
令和 4 年 11 月 6 日（日） 10：00 より

湯涌農村環境改善センターにて
3年ぶりの文化祭開催 !!

令和4年 7月17日㊐
会場：湯涌温泉街

令和4年 8月28日㊐
会場：湯涌校下各町会湯涌校下自主防災会　防災訓練

 湯涌ぼんぼり祭り点灯式（湯涌温泉観光協会）

　本部（改善センター）

町会一時避難訓練

防災備蓄品確認（学校倉庫）

あ と が き
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